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はじめに
日本では教科教育とともに教科外教育を重視してきた。教育基本法において，教育のH的は「人
格の完成」であると示されているとおり，教育は教科教育のみではないという理念のもと，日本
の学校教育は様々な教科外教育を教育課程に位置づけ，実施されてきている。その一つが教科以
外の活動の延長である「特別活動」でありもう一つが教科の延長である「総合的な学習の時間」
である。
特別活動は 1947年（昭和 22年）学習指導要領試案において「自山研究」として位置づけられ
たことより始まり特別活動へと引き継がれ 70年余りが過ぎている。総合的な学習の時間は 1998
年（平成 10年）改訂学習指導要領より登場した教科横断型の領域であり， 20年余りが過ぎている。
総合的あるいは融合的な学びとして，教科領域では総合的な学習の時間がその役割を担い，教
科外領域では特別活動がその役割を担うという点においては，これら 2つは教科外教育の両輪と
とらえてよい。
本論では，これら 2つの活動を融合させた教育活動として東京都武蔵野市において実施されて
いる「セカンドスクール」の実践を分析することを H的とする。なぜ東京都武蔵野市のセカンド
スクールであるかといえば，市に属するすべての公立小中学校で実施されているということとお
よそ 30年にわたる継続した実践であり，現在も継続されているということとの 2点から規模・
継続期間ともに特色ある取り組みとして一つのモデルとなると考えられるからである。
l.東京都武蔵野市におけるセカンドスクール
武蔵野市の公立小中学校では，図 1に示す実施要綱 (1)にしたがってセカンドスクールが実施
さている。実施要綱が存在することは一つの特色であり，全市で行うための重要な要件である。
そして，全市の学校で行われているという点が加えて大きな特色である。実施要絹があることと
全市が行っていることとは両輪としてとらえることができる。
図 lの第 1条に示すように通常の学校生活をファーストスクールととらえた上で、学校外で
＊武蔵野大学教育学部
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（目的）
普段の生活（以下「ファーストスクール」という。）では体験し難い総合的な体験学習
活動を行うセカンドスクールを実施することによリ，次に掲げるねらいを達成することを目的とする。
子どもたちの知的好
奇心や探究心を喚起し，課題解決への意欲や態度を培う。
生活自立に必要な知識や技能を身に付けるとともに，子どもたちの豊
かな人闇関係を育てる。
自主性や協調性を育てるとともに現地の方々との交流を通じて，進んで他
者とかかわる力を培う。
（実施学年）
実施学年は，小学校においては第5学年，中学校においては第1学年とする。
（活動内容）
セカンドスクールで実施する指導内容は、それぞれの実施学年の総合的な学習の時間，教科、特別活
実施するものとする。
7条の
規定により校長は，セカンドスクールの教育課程への位置付けを武蔵野市教育委員会（以下「委員
会」という。）
（実施場所）
ありかつ，
第5条（指導者等）
セカンドスクールの弓 実施学年の学級担任があたるものとし，その他の教員もファー
ストスクールの教育活動に支障のない範囲で弓
教員の指導補助として学習指導員又は生活指導員を配置するものとする。
3 学習指導員は，教員の指示を受け，教材の作成，指導の補助，指導記録の整理等にあたるものとす
生活指導員は，
じた指導にあたるものとする。
5 セカンドスクールには、看護師を各学校1
ものとする。
（費用）
児童及び生徒は，食費の額を考慮して教育長が別に定める費用を負担するものとする。
児童及び生徒の健康管理にあたる
第7条（その他）
この要綱に定めるもののほか必要な事項については，教育長が別に定める。
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し と
る。
したものとなってい，…。
ン
1．平成元年(1989)武蔵野市学校経営検討委員会において提言。
2．平成4年(1992)長野県八坂村にて夏季休業中に6泊7日で試行。
3．平成7年(1995)第1回セカンドスクール実施。
〇小学校全12校が学期中に，岩手・長野・富山・新潟・山梨に3泊～7泊で実施。
0中学校全6校の1年生希望者(70名）で合同で夏季休業中に長野で6泊実施む
4 平成8年(1996)第2回セカンドスクール実施。小中全18校学期中に実施。
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(3)内容
内容は．図 4の実施要綱第 1条の 3つのねらい（目的）の達成を目指して考えられている。ね
らいに含まれている要素は，さらに次のように 10の目的に分類できる。
目的（ 1)a.自然との触れ合い b.情操．感性の育成 C.知的好奇心・探究心の喚起 d.課題解
決への意欲．態度の育成
目的（ 2)e．長期の宿泊体験 f．生活力の育成 g．仲間との人間関係の育成
目的（ 3)h.協働による自主性と協調性の育成 i．現地との交流 j．他者と関わる力の育成
これらのことから目的 (1)は「自然体験・学習」．目的 (2)は「長期宿泊体験」．目的 (3)は「交
流体験」とまとめることができる。
（図 3)泊数の変遷
小学校 H7 H8 H9 H15 H27 中学校 H7 H8 H9 H11 
3泊 4 
゜゜゜゚
3泊
゜
6 5 
゜4泊
゜゜゜゜゚
4泊
゜゜
1 6 
5泊 2 6 
゜゜゚
5泊
゜゜゜゜6泊 5 5 11 2 11 6泊 1 
゜゜゜7泊 1 1 1 8 1 7泊
゜゜゜゜8泊
゜゜゜
1 
゜9泊
゜゜゜
1 
゜
（図 4)セカンドスクールのねらに）
(1)自然との触れ合いを通して，子どもたちの豊かな情操や感性をはぐくむとともに，子どもたちの知的好奇心や
探究心を喚起し，課題解決への意欲や態度を培う。
(2)長期にわたる宿泊体験を通し，生活自立に必要な知識や技能を身に付けるとともに，子どもたちの豊かな人
間関係を育てる。
(3)子ども同士の協働により，自主性や協調性を育てるとともに現地の方々との交流を通じて，進んで他者とかか
わる力を培う。
2.セカンドスクールの実践事例
ここでは教科外教育における特別活動と総合的な学習の時間の実践を小学校全 12校，中学校
全 6校の事例で検証していく。いずれも平成 29年度実施である。
(l)小学校
小学校は全 12校であり， A：長野県飯山市， B：新潟県南魚沼市， C：富山県南砺市利賀村， D:
群馬県利根郡片品村の4カ所で現在実施している。Aに6校， Bに4校， Cに1校， Dに1校である（時
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小学校全 12校を活動別に集計すると図 5となる。図 5は活動数の多い順に活動を並べ替えた
ものである半数以上 (6以上）の学校で実施されている項Hは上位 5つである。目的の一つであ
る自然体験が数多く実施されているが．その中でもすべての学校において実施されているものが
農業体験である。これは自然体験のみならず．地域の方々との触れ合いや交流．人間と食物・農
業との関係．等様々な要素を総合的に学習でき．特別活動としての体験もできるということで全
12校で実施されている。
次がハイキング・登山であり，自然体験中心であるが総合的な学習としても考えることができ
る。実施方法は学校ごとに登山．ハイキング．トレッキング．ロープウェイなど様々である。そして．
これに学習課題をつなげることができる。グループごとの活動をはじめ，教員のみでなくガイド
やインストラクターを同伴させ動植物， 自然，環境について学ばせながらハイキング・登山をす
るという内容である。
郷土料理体験も多くの学校で実施されている。これは体験としての特別活動と同時に食育，歴
史学習地域交流など総合的に学習できる。これらの要索の中でも地域交流は重要な要索である。
その地域の方々と交流を図りながら伝統食の歴史や地域の歴史を教わり，地域の食べ物について
作り方を教わる。ちまき，そば，うどん，まいたけご飯，おやき，笹寿司，笹団子，天井焼き，
など地域に根ざした伝統食の作り方を学ぶ。また，岩魚つかみ，ニジマスつかみとさばき方等地
域の自然の中での食材に関する体験学習を行っている学校もある。
工芸体験は伝統的な生活用品や装飾品の歴史や作り方の技術を学ぶ。箸，わら草履，わらリース，
和紙すき，などであるが，わら草履が比較的多く，昔から地域と関連が深い生活用品がメインで
あることがわかる。地域に昔から豊富に存在する自然の材料を加工し，人間の手による生活用品
が多い。地域での時間と素材を有効に生かした人間の知恵や技術を学ぶと同時に地域の方々との
交流を図ることができる。
（図 5)小学校の内容
武蔵野市小学校 A1 A2 A3 A4 A5 A6 B1 B2 B3 B4 C D 
゜農業体験 ゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚
12 
ハイキング・塾」
゜゚゜゚゜゚゜゚ ゜゚゜
1 1 
郷土料理体験
゜゚゜゚゜゚゜゚゜
， 
工芸体験
゜゚゜゚ ゜ ゜゚ ゜
8 
課題学習
゜゜゚ ゜゜゚゜
7 
自然偶卿学習
゜゜ ゜゜
4 
自然 01D体験
゜ ゜゜゚
4 
宿別体験
゜゚゜ ゜
4 
林業体験
゜゜ ゜
3 
星空体験・天体学習
゜゚ ゜
3 
学校交流
゜゜゜
3 
自然スケッチ
゜゚
2 
火おこし体験，野外炊飯
゜ ゜
2 
寺院・座禅体験
゜゜
2 
オリエンテーリング
゜
1 
地域・施設見学
゜
1 
句会
゜
1 
牧場体験
゜
1 
勤労奉仕体験
゜
1 
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(2)中学校
中学校は全 6校であり． E：長野県北安暴郡白馬村， F：長野県安曇野市． G：長野県飯田市． H:
新潟県十B町市の 4カ所で実施している。 Eに3校． Fに1校． Gに1校． Hに1校である（時期は
ずらしている）。
(E 1)中学校事例 1
第一中学校（長野県北安曇野郡）時期： 9/26~ 9/30 参加人数：計85名
〇自然体験活動 ・八方尾根ハイキング
〇社会体験活動 ・林業体験 ・農業体験
〇生活・文化体験活動 ・郷土料理体験 ・オリパラ学習 ・黒部ダム見学
(E 2)中学校事例2
第三中学校（長野県北安曇郡）時期： 10/2~ 10/6 参加人数：計96名
〇自然体験活動 ・黒部ダムエコエネルギー学習 ・写真コンテスト
〇社会体験活動 ・農業体験 ・合唱披露
〇生活・文化体験活動 •もの作り体験 ・農家民徊における生活体験
(E 3)中学校事例 3
第五中学校（長野県北安曇郡）時期： 9/22~ 9/26 参加人数：計93名
〇自然体験活動 ・登山 ・源流散策
〇社会体験活動 ・市街探訪 ・中学校交流学習会 ・温泉学習会 ・湿原環境保全活動
〇生活・文化体験活動 ・塩の道見学 ・ジャンプ競技場見学 ・農村ふれあい体験
・農作業体験 ・農家の方との交流学習会
(F)中学校事例4
第六中学校（長野県安曇野市）時期： 9/6~ 9/10 参加人数：計66名
〇自然体験活動 ・ハイキング
〇社会体験活動 ・農業体験 ・オリエンテーリング ・クラフト体験
〇生活・文化体験活動 ・わさび漬け作り体験 ・民泊体験
(G)中学校事例 5
第四中学校（長野県飯田市）時期： 9/26~ 9/30 参加人数：計 129名
〇自然体験活動 ・ハイキング
〇社会体験活動 ・農業体験 ・考古館見学
〇生活・文化体験活動 ・キャンプ体験 ・農家泊
(H)中学校事例 6
第二中学校（新潟県十H町）時期： 5/23~ 5/27 参加人数：計 127名
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0自然体験活動 ・キョロロの森観察 ・大厳寺高原ハイキング ・大厳寺スケッチ
・人工林観察
〇社会体験活動 ・農業体験
〇生活・文化体験活動 ・伝承料理体験 ・民泊農家のお手伝い
中学校全 6校を活動別に集計すると図 6となる。図 6は図 5の小学校同様活動数の多い順に活
動を並べ替えたものである半数以上 (3以上）の学校で実施されている項Hは上位 6つである。
泊数が小学校に比べ少ないこともあり，小学校に比べ項目数が少ないが学習の要素は高くなって
いる。また，半数以上の学校が実施している項目の割合が多く，小学校に比べ経験が共通化して
いることがわかる。ハイキング・登山，農業体験，農家生活体験は全校で実施されていて，これ
らが中心的内容といえる。自然体験も重要であるが， コミュニケーションを小学校よりも重視し
ていることが推測される。
農業体験は，小学校と同様，自然体験，地域の方々との触れ合いや交流という特別活動や人間
と食物・農業との関係，等様々な要素を総合的に学習できるということで全校で実施されている。
このことは小学校とも共通しており，重要な要素である。ただし，農業体験といっても，時期と
地域による違いから，米作ならばその作業工程の体験は異なる。また，米作に限らず野菜の諸行
程に携わる実践もある。
ハイキング・登山も同様に時期や地域により，体験内容は異なる。ハイキングに適切な場所や
登山に適切な場所等，その地域の自然と時期に応じた適切な場所と内容が吟味されている。
農家生活体験は，各宿ごとに様々な体験がされている。例えば民泊農家の農業のお手伝いであ
るとか，家事を手伝うとか，生活の中に人り多くのことを学んでいる。
（図 6)中学校の内容
武蔵野市中学校 E1 E2 E3 F G H 
゜ハイキング・登山 ゜゚ ゜゚ ゜゚
6 
農業体験
゜゚ ゜゚ ゜゚
6 
農家生活体験
゜゚ ゜゚ ゜゚
6 
自然復陵）学習
゜゚ ゜ ゜
4 
地域・施設見学
゜ ゜゚ ゜
4 
郷土料理体験
゜ ゜ ゜
3 
工芸体験
゜ ゜
2 
地域交流
゜゚
2 
課題学習
゜゚
2 
林業体験
゜
1 
学校交流
゜
1 
オリエンテーリング
゜
1 
キャンプ体験
゜
1 
自然スケッチ
゜
1 
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3 セカンドスクールにおける特別活動と総合的な学習の時間の実践と効果
（図 7)小学校と中学校の内容
細匹・
武蔵野市小学校 武 蔵野市中学校 総合的な学
習の時間
1 農 業体験 農 業体験 3 
2 ノ＼イキング・登山 ノ＼イキング・登山 3 
3 郷土料理体験 郷土料理体験 3 
4 工芸体験 工芸体験 1 
5 言果是且学習 課題学習 2 
6 自然領卿学習 自然領社寃学習 2 
7 宿 別体験 農家生活体験 1 
8 坦域・施設見学 坦・施設見学 2 
， 林 業体験 木木業g仕J険 3 
10 学校交流 学校交流 1 
11 自然スケッチ 自然スケッチ 2 
12 オリエンテーリング オリエンテーリング 1 
13 句会 2 
14 牧 場 体 験 3 
15 動労寧仕体験 1 
16 自 OID暉 1 
17 星堕心・天沼⇒詈 3 
18 火おこし体攀野外炊飯 3 
19 寺•一 1 
20 地域交流 3 
21 キャンプ体験 1 
(l)小学校と中学校の内容比較分析
図 7は．小学校と中学校の内容を並べ．共通する内容を上位に置き (l~12)．次に小学校独自
の内容を置き (13-19)．次に中学校独自の内容を置いて (20-21)作成した図である。最右列
は特別活動の割合が高いものを 1, 総合的な学習の時間の割合の高いものを 2, どちらも（特別
活動と総合の二領域）バランスよく含まれるものを 3とした。
図7より 21の内容の内 12すなわち約 57％が小学校と中学校とで共通している。一方．小学校
において 7の内容中学校において 2の内容が独自の内容である。また，特別活動と総合的な学
習の時間と二領域の割合は図 8になる。図 8より特別活動と総合的な学習の時間と二領域の割合
はバランスがとれているといえる。もともと特別活動と総合的な学習の時間とは領域が異なるが．
その親和性は高く．教科外活動の中の学習的側面を整理して位置づけたものが総合的な学習の時
間であり，それ以外が特別活動であるともいえる。したがって，図 7において便宜上特別活動と
総合的な学習の時間とを分けたが．実践においては分けにくいあるいは重なっているところが数
多く存在する。
（図 8)特別活動．総合的な学習の時間．二領域
特別活動
総合的な学 二領域
習の時間
小学校 7 5 7 
中学校 5 4 5 
共通 4 4 4 
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(2)内容と目的から特別活動と総合的な学習の時間との関連をとらえる
（図 9)内容と目的
1 農業体験 小中共通 3 体・学習
2 ハイキング・鈎山 小中共通 3 体・学習
3 振〖土料理体験 小中共通 3 体・学習
4 工芸体験 小中共通 1 体験
5 課題学習 小中共通 2 学習
6 自然領螂学習 小中共適 2 学習
7 宿別体験 小中共通 1 体験
8 疇・施設見学 小中共適 2 学習， 林業体験 小中共適 3 体験・学習
10 学校交流 小中共通 1 体験
11 自然スケッチ 小中共通 2 学習
12 オリエンテーリング 小中共通 1 体験
13 句会 小学校のみ 2 学習
14 牧場体験 小学校のみ 3 体・学習
15 勤労奉仕体験 小学校のみ 1 体験
16 自然 OID体験 小学校のみ 1 体験
17 星空体験・天体学習 小学校のみ 3 体・学習
18 火おこし体験野外炊飯 小学校のみ 3 体験・学習
19 寺・座禅体験 小学校のみ 1 体験
2 0 地域交流 中学校のみ 3 体験・学習
2 1 キャンプ体験 中学校のみ 1 体験
図9からも明らかなように特別活動は体験中心であり．総合的な学習の時間は学習中心である。
したがって．それぞれ目的が異なるが，セカンドスクールには次の 3つを目的とする小学校で
19, 中学校で 14の内容が用意されている。その目的と領域を対応させたものが次の通りである。
目的 (1) 「自然•生活体験」••特別活動
H的 (2)「課題学習」・・・・・・・・総合的な学習の時間
目的 (3) 「体験学習」・・・・・・・・総合的な学習の時間•特別活動
これらのことからセカンドスクールの目的は，「自然や生活を体験させること」，「課題学習を
行うこと」，「体験と学習が重なった活動を行うこと」であり，その内容は三者をバランスよく配
置したものとなっている。そして，そのバランスはそのまま特別活動と総合的な学習の時間との
バランスと一致している。これらは図 4に示されているセカンドスクールのねらいを実現できる
よう取り入れられている。
おわりに
武蔵野市のセカンドスクールは，その日的，内容，歴史，において希有な実践である。特に歴
史として， 30年にわたる全市をあげての継続的実践は高い評価に値し， 2015年度グッドデザイ
ン賞を受賞している。
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目的・内容に関しても 30年の継続であるだけに洗練され充実している。これだけ充実した内
容だが家庭の負担は食費のみで， 2,000円 X6泊＝12,000円（小学校）である。あとは市が負担し
ている。
本論では，モデルケースとして積極的側面を分析してきたが，今後様々な課題を考えていき，
様々な場面での実現可能なモデルとは何かを探っていきたい。
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